
ネ
パ
ー
ル
地
震
支
援
の
医
師
帰
国

　
ネ
パ
ー
ル
地
震
で
医
療
支
援
に
入
っ
た
長

崎
大
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授
で
医
師
の
山
本

太
郎
さ
ん
（
5
1
）
が
帰
国
し
、
９
日
に
朝
日
新

聞
の
取
材
に
応
じ
た
。
「
山
間
部
で
は
被
害

の
状
況
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
は

衛
生
面
の
支
援
が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。
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仮
設
診
療
所
で
治
療
を
受
け
た
人
た
ち

＝
長
誇
大
教
授
の
山
本
太
郎
さ
ん
撮
影

　
山
本
さ
ん
は
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
岡

山
市
）
と
長
誇
大
に
よ
る
共
同

派
遣
で
５
月
１
～
４
日
、
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
北
東
へ
１
０

０
キ
ロ
弱
離
れ
た
カ
デ
ィ
チ
ョ
ウ

ル
と
い
う
地
区
に
赴
い
た
。
病

院
も
被
災
し
て
お
り
、
中
庭
に

張
っ
た
布
の
下
に
ベ
ッ
ド
約
1
0

床
を
置
い
た
仮
設
診
療
所
で
活

動
し
た
。
夜
は
診
療
所
の
空
い

た
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
た
。

　
診
療
に
あ
た
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
計
約
1
0
入
。
山
間
部
か
ら
け

が
人
が
自
力
で
歩
い
た
り
、
担

架
に
乗
せ
ら
れ
た
り
し
て
や
っ

て
来
た
。
切
り
傷
や
骨
折
が
多

か
っ
た
。
診
療
所
で
出
産
し
た

女
性
も
い
た
。
当
初
は
１
日
約

7
0
人
が
受
診
し
た
が
、
徐
々
に
・

減
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
山
本
さ
ん
は
「
け
が
の
手
当

て
な
ど
の
初
期
対
応
は
終
わ
っ

た
印
象
だ
。
こ
れ
か
ら
は
雨
期

に
備
え
て
衛
生
面
や
感
染
症
の

対
策
が
重
要
に
な
る
。
３
ヵ
月

や
半
年
と
い
っ
た
長
期
的
な
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話

し
た
。

へ
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犬
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